
消防出初式　……………………………………………………�２
江口浜荘閉館について　…………………………………………�３
消費生活相談　……………………………………………………�４
共生・協働の地域づくり　………………………………………�５
消防ひおき　………………………………………………………�６
まちの話題　………………………………………………………�９
うたごよみ　……………………………………………………�１５
市民の広場　……………………………………………………�１８

2010.  
 2

vol.58

主な記事

FEB
.2010



2010.2 2

　

防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
消
防
出

初
め
式
が
一
月
十
日
、
伊
集
院
総
合

運
動
公
園
で
行
わ
れ
、
市
内
の
消

防
団
員
や
市
消
防
本
部
職
員
な
ど

三
百
四
十
人
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
玉
利
幸
治
伊
集
院
方
面
団

長
を
先
頭
に
各
方
面
団
や
市
消
防
本

部
職
員
の
分
列
行
進
が
行
わ
れ
、
規

律
訓
練
や
救
助
訓
練
、
放
水
訓
練
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
長
年
消
防
団
活
動
に
功

績
の
あ
っ
た
団
員
の
表
彰
な
ど
が
行

わ
れ
、
宮
路
市
長
が
日
ご
ろ
の
消
防

団
活
動
に
対
す
る
感
謝
と
と
も
に
地

域
の
消
防
、
防
災
の
任
務
に
携
わ
る

団
員
を
激
励
。
団
員
ら
は
、
今
年
一

年
間
の
防
火
活
動
の
徹
底
に
向
け
て

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

消
防
活
動
の
功
績
を
表
彰

各
種
表
彰　
　
（
敬
称
略
）

略
称
（
本
）
＝
消
防
本
部

　
　

（
東
）
＝
東
市
来
方
面
団

　
　

（
伊
）
＝
伊
集
院
方
面
団

　
　

（
日
）
＝
日
吉
方
面
団

　
　

（
吹
）
＝
吹
上
方
面
団

【
消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章
】

安
樂
誠
吾（
東
）
田
中
勇
八（
東
）
柳

元
滿（
東
）

【
日
本
消
防
協
会
功
績
章
】

小
園
和
則（
伊
）

【
日
本
消
防
協
会
精
績
章
】

安
樂
誠
吾（
東
）
門
松
吉
彦（
伊
）

【
日
本
消
防
協
会
３０
年
勤
続
章
】

藤
田
伸
一（
東
）
山
下
清
秋（
東
）
上

和
田
憲
生（
東
）
荻
巧
美（
東
）
外
薗

義
和（
東
）
立
和
名
廣
行（
東
）
池
田

正
行（
伊
）
二
石
純
一（
日
）
肥
後
博

（
吹
）山
下
久
信（
吹
）内
迫
勝
秀（
吹
）

【
県
消
防
協
会
功
績
章
】

下
池
成
稔（
本
）
北
園
富
郎（
東
）
有

村
秀
樹（
伊
）
松
島
浩
孝（
伊
）
本
坊

隆
洋（
伊
）
小
倉
康
孝（
伊
）
宇
都
秀

明（
伊
）
船
迫
真
一（
伊
）
元
山
盛
一

（
日
）
大
茂
善
郎（
日
）
野
添
誠（
吹
）

山
野
一
己（
吹
）
原
田
昌
作（
吹
）
大

園
貴
文（
吹
）

都
浩
二（
吹
）

【
県
消
防
協
会
精
績
章
】

堂
下
勝
巳（
本
）
今
田
貴
浩（
本
）
早

瀬
道
正（
本
）
小
園
勇
作（
本
）
福
田

浩
人（
東
）
谷
口
義
則（
東
）
坂
口
勝

彦（
伊
）
笠
野
美
好（
日
）
児
玉
龍
司

（
日
）
神
幸
一（
日
）
吉
岡
弘
司（
吹
）

下
野
修
一（
吹
）
田
口
哲
郎（
吹
）
菊

永
武
雄（
吹
）
大
園
浩（
吹
）
古
川
常

行（
吹
）
福
添
良
広（
吹
）

【
県
知
事
表
彰
４０
年
勤
続
章
】

原
之
園
和
美（
伊
）
坂
上
俊
美（
伊
）

【
県
知
事
表
彰
１０
年
勤
続
章
】お
よ
び

【
市
長
表
彰
１０
年
勤
続
】

森
田
明
治（
東
）
久
保
浩
一（
東
）
西

敏
明（
伊
）
東
淳
一（
伊
）
栫
守（
伊
）

片
平
博
明（
伊
）
馬
場
園
瞳（
伊
）
園

田
孝
志（
伊
）
富
ヶ
原
貴
幸（
日
）
馬

場
勇
作（
日
）

原
俊
隆（
日
）
岡
村

浩
幸（
日
）
下
田
平
章
二（
日
）
宮
本

航（
吹
）
馬
場
英
夫（
吹
）

【
県
消
防
協
会
日
置
支
部
１５
年
勤
続
章
】

大
迫
一
輝
（
東
）
馬
場
口
昭
浩
（
東
）

吉
村
清
博（
伊
）
南
一
博（
伊
）
梅
本

昭
広（
伊
）
福
元
俊
美（
伊
）
前
鶴
賢

士（
伊
）
今
村
兼
裕（
伊
）
仮
屋
国
孝

（
伊
）
馬
場
信
士（
伊
）
坂
口
司（
伊
）

冨
ヶ
原
弘
征（
伊
）
前
屋
敷
満（
日
）

荻
田
正
利（
日
）
古
垣
克
己（
日
）
柿

元
一
浩（
日
）
馬
込
勝
明（
吹
）
窪
園

雅
俊（
吹
）
田
中
浩
昭（
吹
）
印
口
浩

二
（
吹
）
福
村
陸
朗（
吹
）

【
感
謝
状
３０
年
勤
続
者
内
助
の
功
】

藤
田
玉
枝（
東
）
山
下
鈴
子（
東
）
上

和
田
け
い
子（
東
）
荻
朝
子（
東
）
外

薗
八
子
（
東
）
立
和
名
よ
し
子
（
東
）

池
田
い
つ
子（
伊
）
二
石
孝
子
（
日
）

内
迫
み
つ
子
（
吹
）
肥
後
涼
子
（
吹
）

山
下
文
乃
（
吹
）

【
感
謝
状
２５
年
以
上
勤
続
退
団
者
】

吉
永
誠
悟
（
東
）
下
田
平
幸
雄
（
日
）

泊
純
一
（
吹
）
安
藤
道
也
（
吹
）

消
防
団
が
守
る
地
域
の
安
全

︱
消
防
出
初
式
︱

決
意
新
た
に
防
火
を
誓
う

▲堂々と行進する消防関係者

▲消防本部職員による救助訓練

▲表彰を受ける安樂誠吾 東市来副方面団長
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昭
和
四
十
年
代
に
開
設
さ
れ

た
江
口
浜
荘
は
、
東
シ
ナ
海
に

面
し
、
景
観
も
素
晴
ら
し
く
長

年
多
く
の
利
用
者
に
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、近
年
に
お
い
て
は
、

施
設
の
老
朽
化
や
観
光
形
態
の

変
化
な
ど
に
よ
り
、
施
設
の
安

全
面
や
利
用
者
の
伸
び
悩
み
な

ど
の
問
題
を
か
か
え
な
が
ら
、

指
定
管
理
者
制
度
で
運
営
し
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
今

後
の
江
口
浜
荘
の
在
り
方
や
方

向
性
を
検
討
す
る
た
め
、
平
成

二
十
年
十
二
月
に
「
江
口
浜
荘

在
り
方
検
討
委
員
会
」
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一

日
の
第
四
回
検
討
委
員
会
で

は
、
こ
れ
ま
で
議
論
・
検
討
さ

れ
て
き
た
現
状
や
課
題
な
ど
を

踏
ま
え
中
間
答
申
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

中
間
答
申
で
は
、
①
東
市
来

地
域
に
お
い
て
宿
泊
・
宴
会
が

で
き
る
施
設
の
必
要
性
が
認
め

ら
れ
る
こ
と　

②
市
の
財
政
負

担
、
投
資
効
果
な
ど
の
面
か
ら

慎
重
に
検
討
す
る
こ
と　

③
江

口
浜
荘
の
機
能
を
存
続
す
る
た

め
に
は
、
民
設
民
営
に
よ
る
建

て
替
え
を
公
募
す
る
な
ど
、
新

た
な
経
営
形
態
へ
の
移
行
を
検

討
す
る
こ
と　

な
ど
の
内
容
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
間
答
申
を
受
け
て
、
市
で

は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
に
江

口
浜
荘
の
跡
地
を
利
用
し
た
民

設
民
営
に
よ
る
宿
泊
施
設
の
建

て
替
え
を
行
う
事
業
者
を
、
提

案
型
に
よ
り
公
募
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
一
事
業
者
（
共
同
企
業

体
）
か
ら
参
加
表
明
お
よ
び
事

業
提
案
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
事
業
者
を
選
定

す
る
た
め
の
選
定
委
員
会
を
設

置
し
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月

の
選
定
委
員
会
で
事
業
者
を
選

定
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

検
討
委
員
会
に
お
い
て
も
選

定
委
員
会
の
結
果
を
尊
重
し
、

①
事
業
者
と
十
分
な
連
携
を
図

る
こ
と　

②
市
も
可
能
な
限
り

協
力
す
る
こ
と　

③
地
域
活
性

が
図
ら
れ
る
施
設
と
し
て
運
営

が
な
さ
れ
る
よ
う
事
業
者
に
要

望
す
る
こ
と　

な
ど
の
項
目
に

よ
る
最
終
答
申
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

市
と
し
て
は
、
最
終
答
申
に

基
づ
き
、
提
案
の
あ
っ
た
事
業

者
が
江
口
浜
荘
跡
地
に
施
設
を

建
設
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
江

口
浜
荘
の
施
設
の
解
体
に
向
け

た
作
業
を
進
め
る
た
め
、
平
成

二
十
二
年
三
月
二
十
八
日
を

も
っ
て
江
口
浜
荘
を
閉
館
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
江
口
浜
荘
を

ご
利
用
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
方
に
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
建
て
替
え
が
完
了
す

る
ま
で
の
間
、
皆
さ
ま
方
に
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
六
十
五
歳
以
上
の
市

民
（
３
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
）

を
対
象
と
し
た
江
口
浜
荘
使
用

券
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二

年
三
月
二
十
八
日
ま
で
は
使
用

で
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
江

口
浜
荘
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

国
民
保
養
セ
ン
タ
ー
及
び
老
人
休
養
ホ
ー
ム
江
口
浜
荘
を
ご
利

用
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
で
は
江
口
浜
荘
跡
地
を
利
用
し
た
民
設
民
営
に
よ
る
宿
泊
施

設
の
建
て
替
え
を
行
う
事
業
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
の
設
置

江
口
浜
荘
使
用
券

江
口
浜
荘
の
閉
館

最
　
終
　
答
　
申

提
案
事
業
者
の
公
募
と
選
定

民
設
民
営
で
建
て
替
え
へ

江
口
浜
荘
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振り込め詐欺注意報 ！！
　鹿児島県警は、県内の平成 ２１ 年中「振り込め詐欺」の被害について、認知件数 １０４ 件（前
年比６件増）、被害額約１億 6,０００ 万円（前年比１,８００ 万円増）と発表しています。今回は、
被害の多い「架空請求詐欺」について事例を紹介します。

国民生活問題対策確認書
照合番号　平成 ２２ 年　第○○号

　この度、貴方が契約会社に対して行っているとさ
れている料金の未払いもしくは契約違反（※１）に
当該会社が管轄簡易裁判所に訴訟申請された為、本
確認書をご通知致します。
　故意に放置された場合、管轄裁判所から裁判の日
程を決定する呼出状送達後に出廷となります。
　尚も放置しておくと、相手側の言い分どおりの判
決が出て、執行官立会いのもと、貴方の給料や財産
の差押え等をされてしまう（※２）事がありますので、
下記の消費相談課まで至急ご連絡ください。（※３）
原則としてご本人様からのご連絡をお願いします。
（受付時間）　９：００ ～ １７：３０（土・日・祭日を除く）
（消費相談課）０３- ○○○○ - ○○○○
〒 １００- ○○○○　東京都○○○区○○○１- ２- ３
財団法人　国民○○相談支援センター（※４）

《架空請求はがきの事例》

《相談窓口》

日 置 警 察 署　２７３-０１１０
本 庁 商 工 観 光 課　２７３-２１１１　　東市来支所地域振興課　２７４-２１１１
日吉支所地域振興課　２９２-２１１１　　吹上支所地域振興課　２９６-２１１１

相談員からのワンポイントアドバイス
・身に覚えのない請求は無視し、安易に支払わないようにしましょう。
・不用意に電話やメールで連絡をしないようにしましょう。
・�「おかしいな？」と思ったり、支払ってしまった場合は、警察や消費生活相談窓口
に相談しましょう。

※�ハガキは一例です。架空請求は、携帯のメールや電子メール、封書などでも行われます
ので、気をつけましょう。

架空請求の手口
※１�　未払い（契約違反）内容がはっき

りしていない
※２�　消費者の心理を不安にさせようと

している
※３　至急連絡させようとしている
※４�　公的な機関であるかのような団体

名を使用している

身に覚えのない請求は、架空
請求と考えてよいでしょう！
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⑧⑧

こどんの森に
こどもの歓声

ＮＰＯ法人と地域と行政の協働
「僕らの秘密基地作りプロジェクト」

　

上
神
殿
自
治
会
は
人
口
二
七
○
人

余
、
高
齢
化
率
４３
％
の
過
疎
が
進
む

中
山
間
地
域
。
鹿
児
島
市
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
ふ
く
松
」
を
運
営
す
る
門
田

玲
子
さ
ん
は
、
故
郷
に
帰
る
た
び
に

子
ど
も
の
声
が
聞
こ
え
な
い
の
が
気

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。「
子
ど
も
に

自
然
体
験
を
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
域

を
元
気
に
」
と
、
自
治
会
の
同
級
生

ら
と
「
ど
ん
ぐ
り
会
」
を
組
織
し
協

議
を
重
ね
、
そ
の
拠
点
作
り
と
し
て

「
僕
ら
の
秘
密
基
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
始
動
し
ま
し
た
。

　

現
場
は
門
田
さ
ん
の
私
有
林
。
ツ

リ
ー
ハ
ウ
ス
着
工
ま
で
の
半
年
間
、

森
の
植
生
観
察
や
体
験
を
は
じ
め
、

木
の
測
定
や
ス
ケ
ッ
チ
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
ハ
ウ
ス
つ
く
り
な
ど
、
日
置
市
内

外
の
子
ど
も
が
参
加
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
は
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
に
ぎ
わ
い
を
増

す
森
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
有
効
性
を

実
感
。
上
神
殿
自
治
会
の
取
り
組
み

は
隣
の
中
神
殿
自
治
会
も
巻
き
込
み

「
こ
ど
ん
の
森
活
性
化
推
進
委
員
会
」

と
な
り
、
力
強
い
協
力
体
制
が
で
き

ま
し
た
。

　

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
作
り
は
日
本
の
第

一
人
者
で
、
世
界
を
股
に
か
け
活
動

す
る
小
林
崇
さ
ん
（
東
京
都
）。
門

田
さ
ん
の
「
一
か
八
か
」
の
直
談
判

で
建
築
を
快
諾
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
１１
月
、
小
林

さ
ん
ら
五
人
の
プ
ロ
の
手
で
、
待
望

の
建
築
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

大
黒
柱
は
山
林
の
中
心
に
立
つ
高

さ
１３
㍍
の
エ
ノ
キ
。
均
等
な
枝
ぶ
り

に
支
え
て
も
ら
う
よ
う
に
、
器
用
に

床
が
作
ら
れ
、
手
す
り
や
壁
が
取
り

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
着
工

か
ら
一
カ
月
足
ら
ず
で
、
日
本
初
の

五
階
建
て
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
が
完
成
。

　

１１
月
２８
日
、
完
成
祝
賀
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。「
楽
し
み
で
毎
日
現
場

に
通
っ
た
」
と
自
治
会
長
の
柳
田
秀

吉
さ
ん
。「
活
性
化
の
き
っ
か
け
で

あ
り
、
上
神
殿
の
大
き
な
財
産
」
と

笑
顔
で
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
小
林

さ
ん
は
「
人
の
熱
意
で
で
き
た
。
思

い
が
残
っ
た
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
を
ど
う

生
か
す
か
は
地
域
次
第
」
と
語
り
か

け
ま
し

た
。
以

降
、
週

末
に
は

多
く
の

家
族
が

こ
の
地

を
訪
れ

て
い
ま

す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
県
産
材
の

活
用
事
例
と
し
て
、
県
の
「
木
の
あ

ふ
れ
る
街
づ
く
り
事
業
」
が
支
援
、

市
も
地
元
保
育
所
や
小
学
校
な
ど
関

係
機
関
と
の
調
整
を
図
り
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
地
域
と
協
力
し
て

地
域
活
性
化
に
取
り
組
み
、
行
政
が

支
援
す
る
取
り
組
み
も
協
働
で
す
。

　

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の
問
い
合
わ
せ

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ふ
く
松
（
℡
０
９
０

－

７
２
９
０

－

８
１
０
７
門
田
さ

ん
）
ま
で
。

　
「『
山
学
校
』
を
再
現
し
て
、
地
域
に
子
ど
も
の

声
を
響
か
せ
た
い
」。
伊
集
院
上か
み

神こ
う

殿ど
の

自
治
会
出
身

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の
切
な
る
思
い
は
、
日
本
最

高
の
技
術
と
地
域
の
熱
い
情
熱
を
巻
き
込
ん
で「
ツ

リ
ー
ハ
ウ
ス
」
と
な
り
、
地
域
間
交
流
の
拠
点
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
過
疎
高
齢
化
の
地
域
課
題
解
決
に
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
地
域
の
力
が
融
合
し
た
自
治
会
の

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

隣
の
自
治
会
も
一
体
で

活
性
化
の
き
っ
か
け
と
し
て

ツリーハウスの完成を心待ちにしていた全ての人の笑顔がはじけました

プロジェクトの中心となった門田さん、小林さん、
柳田さん（左から）
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全国統一防火標語

春季全国火災予防運動

　春の火災予防運動が、３月１日（月）から７日（日）までの一週間、全国一斉に
実施されます。
　この運動は、市民の皆さんに防火に関する意識や行動力を高めていただくことに
より、火災の発生を防止し、また、万一、発生した場合にも被害を最小限に止め、
火災から尊い生命と貴重な財産の損失を防ぐことを目的としています。

　悪質な訪問販売に注意！
　消防職員が販売したり、特定の業者に販売を委託した
りすることはありません。電気店やホームセンター、防
災設備の店などで売られています。

主な活動

防火訓練 住宅防火診断 車両広報活動

備えて安心、住宅火災から命を守る！

住宅用火災警報器は火災の発生を早く知らせます ！！

住宅火災による死者数を減少させるため、日置市火災予防
条例で平成２３年５月３１日までに住宅用火災警報器の設置が
必要となります。

　住宅用火災警報器とは？
　火災により発生する煙や熱を感知して、音声や警報音で火災の発生を知らせる
装置で、２階に寝室がある場合は、２階に上がる階段に設置が必要です。
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新型消防車両 （ タンク車 ） 登場 ！

平成２１年日置市災害状況

東
市
来

伊
集
院

日　

吉

吹　

上

以　

外

日
置
市

計

火　

災
8 15 9 14 0 46

救　

急
534 728 175 381 3 1821

救　

助
7 10 4 3 1 25

ストーブ火災を防止するために、次のことに注意しましょう

燃 料 タ ン ク の
キャップは確実
に締め、火のつ
いたまま給油し
ない。

灯油交換時は細
心の注意を払う。

洗濯物をストー
ブの上に干した
り、燃えやすい
ものを近くに置
いたりしない。

救急出場時に救急支援のため、消防車も出動する場合があります

　　　　　　◎　��救急支援出動時には消防車に「救急支援」
　　　　　　　　のステッカーを表示して出動します。

消防団協力事業所に表示証を交付
　この表示証は、日置市消防団に積極的に協力し
ている事業所などに対する協力事業所として認定
するものです。
　今回は、消防団に所属している従業員などが３
人以上いる事業所などに対し交付されました。交
付先は次のとおりです。

　市消防本部本署に新型
の消防車両が配備され運
用が開始されました。今
回配備された消防車は、
水槽付消防ポンプ自動車
で、１９００㍑の水槽を装備
し、河川や消火栓などの
水利を利用して、強力な
放水を行えます。

車両概要
水槽付消防ポンプ自動車
（大型）
水槽容量　１９００㍑
全長７２１㎝×全幅２２０㎝×
前高２８５㎝
排気量　６４００㏄

さつま日置農業協同組合・
パナソニックセミコンダク
ターオプトデバイス㈱・㈳
曙福祉会・南薩農業共済組
合・㈲古薗土木工業伊集院
支店・小正醸造㈱・日之出
紙器工業㈱

表示証

　救急隊だけでは業務遂行が困難な場合や、救命の
ために一刻を争う事態などにおいて、救急隊の出動
に加え消防隊が出動し、救急活動を支援します。
  そのため「救急車を呼んだのに、消防車もサイレン
を鳴らして来た！」とびっくりされる場合もあるか
もしれませんが、皆さまのご理解とご協力をお願い
します。
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平成２２年４月から肝臓機能障害による
身体障害者手帳が交付されます

平成２２年度競争入札参加資格審査申請の定期および追加受付について

平成２２年度『広報ひおき』年間購読者の募集について

　　　　　　　　〇認定基準に該当する肝臓機能障害のある方
　　　　　　　　〇肝臓移植を受け、抗免疫療法を実施している方

　　　　　　　　○�申請書、診断書、写真（縦４cm×横３cm）を本庁福祉課または各支所市民課に提出して
ください。

　　　　　　　　　なお手帳は鹿児島県から発行されます。
　　　　　　　　※必要な申請書、診断書は本庁福祉課、各支所市民課にあります。
　　　　　　　　※診断書は身体障害者手帳指定医が作成したものに限ります。

　　　　　　　　○�主として肝臓機能障害の重症度分類であるChild-Pugh（チャイルド・ピュー）分類によっ
て判定します。

　　　　　　　　　３カ月以上グレードCに該当する方が、おおむね身体障害者手帳の交付対象となります。
　　　　　　　　　ただし、診断前の６カ月間にアルコールを摂取している方などは対象とはなりません。
　　　　　　　　※ �Child-Pugh 分類　肝性脳症、腹水、血清アルブミン値、プロトロンビン時間、血清総ビ

リルビン値によって肝臓機能障害の重症度を評価します。

【認定基準の内容についてのお問い合わせ先】　　身体障害者更生相談所　TEL０９９-２２９-２３２４
【手続き方法や指定医のいる医療機関などのお問い合わせ先】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本庁福祉課　障害福祉係、各支所 市民課 障害長寿福祉係

　　　　　　　　�　平成２２年度において日置市（出先機関を含む）が発注する競争入札に参加を希望される方。
今回、建設工事部門については追加の受付となりますので、平成２１年度の定期審査において、
申請をされなかった方、または業種の追加などの変更申請をされる方を対象とします。

　　　　　　　　�　また、測量、建設コンサルタント等部門及び物品、役務等部門については、定期の受付と
なりますので、入札に参加しようとする方は必ず申請してください。

　　　　　　　　・建設工事〔追加〕　・測量、建設コンサルタントなど〔定期〕　・物品、役務など〔定期〕

　　　　　　　　平成２２年３月１５日㈪まで（土曜日、日曜日および祝日は除く）

　　　　　　　　�　日置市ホームページからのダウンロード（「日置市HP｣→｢入札・契約｣→｢入札参加資格｣）、
または本庁財政管財課および各支所地域振興課で入手できます。

【提出・お問い合わせ先】　　　本庁財政管財課監理管財係

　市では、市民の皆さまへの行政情報や市内各地域でのイベント・行事などのお知らせとして「広報ひおき」（毎
月１回）と「広報ひおきお知らせ版」（毎月２回）を発行し、自治会を通じて各世帯へ配布しています。
　また、市外在住の郷土出身者などで ｢広報ひおき｣ 年間購読（毎月１回発送）をご希望の方には、有料によ
る発送も行っていますので、お知り合いの方へのふるさとの便りとしてもご利用してみてはいかがでしょう。
　「広報ひおき」の年間購読をご希望の場合は、企画課広報統計係または各支所地域振興課自治振興係までお
申し込みください。
　　　　　　　　　　　平成２２年度分は、平成２２年４月号から平成２３年３月号までです。
　　　　　　　　　　　郵送でお申し込みの場合は、現金書留または郵便小為替を添えてお申し込みください。

対 象 者

対 象 者

対象部門

受付期限

申請書入手方法

手 続 き
の 方 法

認定基準

年間購読料 ： ２０００ 円
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交
通
安
全
ク
リ
ス
マ
ス
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
十
二
月
二
十
二
日
、
市

道
寺
脇
直
木
線（
伊
集
院
町
飯
牟
礼
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
年
末
年
始
の

交
通
事
故
防
止
運
動
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
、
赤
い
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の

衣
装
を
着
込
ん
だ
鹿
児
島
城
西
高
校

の
生
徒
ら
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
な
ど
を
配
布
し

「
ス
ピ
ー
ド
落
と
し
て
」「
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
忘
れ
な
い
で
」
な
ど
と
安
全

運
転
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
交
通
死
亡
事
故
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
飲

酒
運
転
の
根
絶
と
優
し
さ
と
思
い
や

り
の
あ
る
運
転
を
心
掛
け
、
事
故
の

な
い
交
通
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

吹
上
地
域
更
生
保
護
女
性
会
に
よ

る
歳
末
助
け
合
い
が
、
こ
の
ほ
ど
展

開
さ
れ
、
少
年
鑑
別
所
や
鹿
児
島
刑

務
所
、
福
祉
施
設
に
せ
っ
け
ん
や
タ

オ
ル
、
軍
手
な
ど
の
生
活
必
需
品
を

贈
り
ま
し
た
。

　

生
活
必
需
品
は
、
金
融
機
関
や
各

種
団
体
な
ど
多
く
の
方
か
ら
善
意
で

届
け
ら
れ
た
も
の
で
会
員
ら
は
心
を

込
め
て
発
送
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
員
に
よ
る
寄
付
金
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
一
部
に

充
て
て
と
児
童
養
護
施
設
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

後
日
、
各
施
設
か
ら
は
「
温
か
い

気
持
ち
に
感
謝
し
た
い
」「
一
本
一

本
心
を
込
め
て
作
っ
た
箸
を
使
っ
て

く
だ
さ
い
」
な
ど
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と

も
に
箸
が
届
き
、
心
の
交
流
も
で
き

ま
し
た
。

　

更
生
保
護
制
度
施
行
六
十
周
年

記
念
式
典
鹿
児
島
大
会
が
十
一
月

二
十
六
日
、鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
、

松
元
彰
信
さ
ん
（
伊
集
院
）
と
長
野

瑳
や
子
さ
ん
（
吹
上
）
が
法
務
大
臣

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
元
さ
ん
は
、
保
護
司
と
し
て
、

長
年
に
わ
た
り
罪
を
犯
し
た
人
や
地

域
住
民
か
ら
の
犯
罪
や
非
行
の
予
防

に
関
す
る
相
談
な
ど
に
応
じ
、
必
要

な
助
言
・
指
導
を
行
う
な
ど
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
野
さ
ん
は
、
吹
上
地
域

更
生
保
護
女
性
会
の
代
表
と
し
て
、

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
助
け
、
地

域
社
会
の
犯
罪
・
非
行
の
未
然
防
止

の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

う
な
ど
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
第
三
次
青
年
海

外
協
力
隊
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
家
村

裕
子
さ
ん
（
伊
集
院
）
が
出
発
前
の

十
二
月
十
五
日
、
宮
路
市
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

　

以
前
に
も
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
伝
統
織

物
の
企
画
開
発
に
携
わ
っ
た
経
験
が

あ
り
派
遣
は
二
回
目
。今
回
は
、チ
ュ

ニ
ジ
ア
の
ジ
ェ
ル
バ
島
で
、
聴
覚
障

害
者
へ
の
職
業
訓
練
や
情
操
教
育
に

従
事
し
ま
す
。

　

ま
た
、特
定
非
営
利
活
動
法
人「
国

境
な
き
子
ど
も
た
ち
」
の
事
業
で
、

平
成
二
十
年
七
月
か
ら
一
年
ほ
ど
、

ヨ
ル
ダ
ン
で
八
歳
か
ら
二
十
歳
前
後

の
青
少
年
に
、
ス
ポ
ー
ツ
や
英
語
を

教
え
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
派
遣
に
つ
い
て
「
ヨ
ル
ダ

ン
で
の
教
育
支
援
の
経
験
を
生
か
し

て
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
持
た
せ
て

あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
が
し
た

い
」
と
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

歳
末
に
、
つ
な
が
る
心
の
交
流

住
み
よ
い
社
会
の
実
現
を

ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
そ
の
と
き
深
呼
吸

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
持
た
せ
て
あ
げ
た
い

更
生
保
護
女
性
会
歳
末
助
け
合
い

更
生
保
護
記
念
式
典
で
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

平
成
２１
年
度
第
３
次
青
年
海
外
協
力
隊

交通安全街頭キャンペーン

▲長野瑳や子さん ▲松元彰信さん



2010.2 10

　

現
在
工
事
中
で
あ
る
花
熟
里
大
橋

（
吹
上
）
の
舗
装
前
の
道
路
を
使
っ

て
十
二
月
二
十
六
日
、
落
書
き
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
花
熟

里
地
区
安
全
衛

生
協
議
会（
田
中

貞
吉
会
長
）が
地

域
内
の
交
流
と
子

ど
も
た
ち
の
思
い
出
づ
く
り
を
目
的

に
開
催
し
た
も
の
で
、
児
童
、
保
護

者
な
ど
約
二
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

用
意
さ
れ
た
ペ
ン
キ
を
手
に
し
た

児
童
ら
は
、
道
路
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に

ス
ペ
ー
ス
を
探
し
て
は
、
自
分
の
名

前
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
夢
中
に

な
っ
て
描
き
、
普
段
は
怒
ら
れ
る
道

路
へ
の
落
書
き
を
、
思
う
存
分
楽
し

み
ま
し
た
。

　

描
き
終
わ
る
と
、
工
事
関
係
車
両

の
ゴ
ン
ド
ラ
に
載
せ
て
も
ら
い
自
分

た
ち
の
描
い
た
絵
を
上
か
ら
見
て
楽

し
み
ま
し
た
。

　

落
書
き
は
最
終
舗
装
で
消
え
て
し

ま
い
ま
す
が
、
写
真
プ
レ
ー
ト
に
し

て
残
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
参
加
し
た

児
童
に
と
っ
て
は
、
冬
休
み
の
す
ば

ら
し
い
思
い
出
と
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

き
ょ
う
は
落
書
き
し
て
も
怒
ら
れ
な
い

花け
じ
ゅ
く
り

熟
里
大
橋
落
書
き
大
会

　

キ
ム
チ
作
り
講
座
が
一
月
二
十
三

日
と
二
十
四
日
の
二
日
間
、
東
市
来

交
流
セ
ン
タ
ー
と
伊
作
地
区
公
民
館

で
行
わ
れ
、
三
十
五
人
が
本
場
韓
国

の
キ
ム
チ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
韓
国
の
代
表
的
な
食
べ
物

キ
ム
チ
を
作
る
こ
と
で
、
韓
国
の
食

文
化
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
講
師
は
、

国
際
交
流
員
の
李
濬
京
（
リ
・
ジ
ュ

ン
ギ
ョ
ン
）
さ
ん
。

　

今
回
は
、
キ
ム
チ
の
中
で
一
番
難

し
い
白
菜
キ
ム
チ
の
作
り
方
を
伝
授

し
ま
し
た
。

　

甘
み
の
あ
る
地
元
産
の
白
菜
に
韓

国
の
調
味
料
を
加
え
て
混
ぜ
て
い
く

と
、
白
菜
が
見
る
見
る
う
ち
に
赤
く

染
ま
り
、
香
辛
料
な
ど
独
特
の
香
り

が
調
理
室
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
キ
ム
チ
を
使
っ
た
料
理
や

お
い
し
い
食
べ
方
な
ど
も
紹
介
さ

れ
、
受
講
生
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　

吹
上
青
松
太
鼓
保
存
振
興
会
（
北

野
和
則
会
長
）
に
よ
る
新
春
恒
例
の

初
打
ち
が
一
月
一
日
、
久
多
島
神
社

境
内
（
吹
上
町
永
吉
）
で
行
わ
れ
、

寒
空
の
中
、
初
も
う
で
客
ら
が
大
勢

詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　

演
奏
が
開
始
さ
れ
る
と
、
寒
風
も

吹
き
飛
び
太
鼓
の
音
と
と
も
に
周
囲

は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

会
長
の
北
野
さ
ん
は
「
昨
年
は
、

結
成
十
五
周
年
を
記
念
し
て
、
七
月

に
東
京
の
日
本
青
年
館
で
、
九
月
に

は
伊
集
院
文
化
会
館
で
記
念
公
演
を

行
っ
た
。
今
年
は
、
十
六
年
目
の
改

革
の
年
と
し
て
、
さ
ら
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

新
春
の
夜
空
を
焦
が
す
鬼
火
た
き

が
一
月
初
旬
、
各
所
で
行
わ
れ
、
夜

空
に
向
け
て
大
き
く
燃
え
上
が
る
炎

を
前
に
、
今
年
一
年
の
無
病
息
災
な

ど
を
願
い
ま
し
た
。

　

上
田
尻
自
治
会
（
吹
上
）

で
は
一
月
七
日
、
舟
木
神
社

近
く
の
広
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

辺
り
が
薄
暗
く
な
っ
た
こ

ろ
、
今
元
道
雄
さ
ん
ら
寅
年

生
ま
れ
の
年
男
年
女
が
た
い

ま
つ
で
点
火
す
る
と
、
高
さ

約
十
一
㍍
の
や
ぐ
ら
は
、
火
の
粉
を

飛
ば
し
な
が
ら
一
気
に
燃
え
上
が
り

「
パ
ー
ン
、
パ
ー
ン
」
と
鬼
を
追
い
払

う
か
の
よ
う
に
竹
の
は
じ
け
る
音
が

周
り
の
山
々
に
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

本
場
の
韓
国
キ
ム
チ
を
伝
授

改
革
の
年
と
し
て
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を

燃
え
上
が
る
炎
に
無
病
息
災
を
願
う

キ
ム
チ
作
り
講
座

吹
上
青
松
太
鼓
新
春
初
打
ち

各
所
で
鬼
火
た
き

▲思いっきり落書きを楽しむ児童
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「
冬
季
わ
く
わ
く
作
文
塾
」
が

十
二
月
二
十
八
日
、
中
央
公
民
館
と

日
吉
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
児

童
百
六
十
人
と
小
学
校
教
諭
三
十
三

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
夏
休
み
期
間
中
と
冬

休
み
期
間
中
に
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
毎
回
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
学

ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は「
読
書
感
想
文
を
書
こ
う
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
、
児
童
は

教
科
書
教
材
を
題
材
に
、
同
塾
特
製

の
「
て
び
き
」
を
使
い
な
が
ら
、
文

章
の
書
き
出
し
や
あ
ら
す
じ
の
ま
と

め
方
、
引
用
の
仕
方
、
全
体
の
構
成

な
ど
に
つ
い
て
、
楽
し
く
学
習
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
活
作
文
の
書
き
方
も
併

せ
て
学
習
し
ま
し
た
。

　
「
書
く
こ
と
の
力
」
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
は
、
表
現
力
や
思
考
力
を
高

め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
市

教
育
委
員
会
は
、
来
年
度
も
市
内
の

児
童
が
「
書
く
こ
と
」
に
親
し
み
、

そ
の
力
を
伸
ば
し
て
い
く
場
と
し
て

「
わ
く
わ
く
作
文
塾
」
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。
来
年
度
も
多
く
の
参
加

を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

一
月
十
二
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の

四
日
間
、
北
海
道
弟
子
屈
町
中
学
生

交
流
派
遣
団
十
六
人
（
室
山
俊
美
団

長
）
が
日
置
市
（
東
市
来
）
を
訪
問

し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

弟
子
屈
町
と
の
交
流
は
、
旧
東
市

来
町
出
身
の
永
山
在
兼
氏
の
阿
寒
横

断
道
路
建
設
に
お
け
る
功
績
に
よ
り

昭
和
五
十
八
年
姉
妹
町
盟
約
の
締
結

を
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
も
の

で
、
交
流
事
業
は
平
成
二
年
か
ら
隔

年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

派
遣
団
の
皆
さ
ん
は
、
永
山
在
兼

氏
の
墓
参
り
の
ほ
か
に
東
市
来
中
と

上
市
来
中
で
の
交
流
授
業
や
農
園
で

の
イ
チ
ゴ
狩
り
、
薩
摩
焼
体
験
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

訪
問
期
間
中
の
鹿
児
島
は
数
年
ぶ

り
の
大
雪
が
降
っ
て
お
り
、
団
長
の

室
山
先
生
は
「
マ
イ
ナ
ス
二
〇
度
の

弟
子
屈
か
ら
、
雪
ま
で
一
緒
に
運
ん

で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
冗
談
を

交
え
て
話
し
ま
し
た
。

　

市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期

演
奏
会
が
十
二
月
二
十
日
、
伊
集
院
文

化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
団
員
は
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
八
十
一
人
。
毎
週
土

曜
日
に
練
習
に
励
み
、
年
代
、
学
校
の

違
い
を
超
え
た
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

十
七
回
目
と
な
っ
た
こ
の
日
の
演

奏
会
は
、
三
部
で
構
成
さ
れ
「
ジ
ン

グ
ル
ベ
ル
」
や
大
河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」

の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
な
ど
ハ
イ
レ
ベ
ル

な
演
奏
の
数
々
を
披
露
。会
場
に
は
、

重
量
感
あ
ふ
れ
る
音
楽
が
響
き
わ
た

り
、
詰
め
掛
け
た
観
客
は
、
力
強
く

繊
細
な
音
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

十
二
月
三
日
か
ら
六
日
ま
で
、
マ

レ
ー
シ
ア
親
善
団
が
来
訪
し
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
や
各
種
体
験
な
ど
で
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
の
は
、
日
本
に
国
費
留
学

し
た
元
留
学
生
で
組
織
す
る
Ａ
Ｌ
Ｅ

Ｐ
Ｓ
（
ア
レ
プ
ス
）
の
ザ
バ
会
長
ら

八
人
。

　

一
行
は
三
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

中
に
市
長
表
敬
訪
問
を
は
じ
め
、
そ

ば
打
ち
や
、
ミ
カ
ン
狩
り
な
ど
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
と
の
交
流
が
始
ま
っ

た
の
は
平
成
九
年
か
ら
。
吹
上
町
マ

レ
ー
シ
ア
交
流
実
行
委
員
会
も
同
時

に
発
足
し
て
お
り
、
親
善
大
使
や
留

学
生
受
け
入
れ
な
ど
多
彩
な
交
流
事

業
を
続
け
て
い
ま
す
。

作
文
を
書
く
楽
し
さ
を
学
ぶ

南
国
鹿
児
島
へ
よ
う
こ
そ

　

�

マ
イ
ナ
ス
二
十
度
の
地
か
ら
中
学
生
ら
が
来
市

力
強
く
繊
細
な
音
色
で
観
客
を
魅
了
♪

友
好
交
流
の
架
け
橋
と
し
て

冬
季
わ
く
わ
く
作
文
塾

弟て
し
か
が

子
屈
町
中
学
生
交
流
派
遣
団

市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
親
善
団
が
訪
問

▲薩摩焼体験を楽しむ生徒たち
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日
置
市
イ
チ
ゴ
部
会
女
性

研
修
会
が
十
二
月
二
十
二

日
、
鹿
児
島
城
西
高
校
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
産
地
か
ら
新
し

い
食
へ
の
提
案
」
と
し
て
イ

チ
ゴ
を
使
っ
た
新
感
覚
料
理

を
開
発
し
よ
う
と
同
校
調
理

科
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
た

も
の
で
講
師
は
、
調
理
科
長

の
龍
野
克
衣
さ
ん
。

　

実
習
で
は
、
商
品
と
し
て

出
荷
で
き
な
い
規
格
外
の
イ
チ
ゴ
を

使
っ
て
、
グ
ラ
タ
ン
や
オ
ム
レ
ツ
、

す
り
下
ろ
し
た
イ
チ
ゴ
を
ス
ー
プ
に

入
れ
た
ラ
ー
メ
ン
な
ど
八
品
目
を
調

理
。
初
め
て
作
る
メ
ニ
ュ
ー
と
あ
っ

て
、
講
師
に
レ
シ
ピ
の
手
順
を
何
度

も
確
認
し
な
が
ら
完
成
さ
せ
ま
し

た
。

　

試
食
で
は
、
ど
の
料
理
も
お
い
し

い
と
大
好
評
。

　

龍
野
調
理
科
長
は
「
今
回
は
、
イ

チ
ゴ
を
野
菜
感
覚
で
調
理
し
た
。
こ

の
料
理
で
少
し
で
も
地
域
お
こ
し
に

貢
献
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
ら
は
「
今
回
習
っ

た
料
理
を
地
域
な
ど
で
普
及
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
、
イ
チ
ゴ
の
消
費
拡

大
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

イ
チ
ゴ
の
新
感
覚
料
理
で
活
性
化
に
期
待

お
待
た
せ　

地
元
産
の
農
産
物
が
大
集
合

イ
チ
ゴ
部
会
女
性
研
修
会

こ
け
け
特
産
品
販
売
所
落
成
式

ふわふわオムレツ

▲多彩な料理ができました

いちごとトマトの蜜煮

いちごラーメン

オムレツ・サワークリーム

　

こ
け
け
特
産
品
販
売
所（
東
市
来
）

が
一
月
五
日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
販
売
所
は
市
内
で
最
初
の
直
売

所
と
し
て
東
市
来
地
域
の
農
家
の

方
々
が
協
力
し
て
営
業
を
開
始
、
今

年
で
十
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

式
で
は
、
こ
け
け
特
産
品
販
売
組

合
の
原
田
耕
治
組
合
長
が
「
地
元
産

の
安
心
安
全
な
野
菜
な
ど
を
多
く
の

方
に
届
け
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
オ
ー
プ
ン
を
待
ち
わ
び

た
大
勢
の
お
客
さ
ん
が
、
早
速
、
新

鮮
な
野
菜
や
果
物
な
ど
を
買
い
求

め
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

同
販
売
所
で
は
、
地
元
産
の
農
産

物
な
ど
品
ぞ
ろ
え
が
充
実
。
地
域
の

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
利
用
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
「
イ
チ
ゴ
の
日
」
に
ち
な
ん
だ
一

月
五
日
、
東
市
来
地
域
の
片
平
清
美

さ
ん
の
農
園
で
、
観
光
イ
チ
ゴ
園
開

園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
園
に
あ
た
り
園
主
の
片
平
さ
ん

が
「
当
園
で
栽
培
し
て
い
る
『
さ
つ

ま
お
と
め
』
は
病
気
に
か
か
り
や
す

い
た
め
栽
培
が
難
し
か
っ
た
が
、
順

調
に
苗
が
育
ち
、
味
に
自
信
の
あ
る

イ
チ
ゴ
が
実
っ
た
。
ぜ
ひ
、
大
勢
の

人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。

　

田
代
保
育
園
児
や
関
係
者
で
イ
チ

ゴ
の
形
を
し
た
く
す
玉
を
割
っ
た

後
、
真
っ
赤
に
色
づ
い
た
イ
チ
ゴ
で

乾
杯
し
ま
し
た
。

　
「
こ
ん
な
に
甘
い
イ
チ
ゴ
は
初
め

て
」
と
、
そ
の
お
い
し
さ
に
驚
い
た

園
児
は
、
甘
い
香
り
が
漂
う
、
一
足

早
い
春
の
空
気
に
包
ま
れ
た
ハ
ウ
ス

の
中
で
、
赤
く
実
っ
た
大
き
な
イ
チ

ゴ
を
摘
み
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

開
園
期
間
は
、
五
月
ま
で
の
予
定

で
す
。

「
イ
チ
ゴ
の
日
」
大
玉
の
イ
チ
ゴ
で
か
ん
ぱ
ー
い

観
光
イ
チ
ゴ
園
開
園
式

▲多くの客でにぎわう店内

▲いっぱい取ったよ
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平
成
二
十
一
年
度
日
置
市
農
業
担

い
手
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
一
月
二
十
日
、

日
吉
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
日
置
市
家
族
経

営
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
、
東
市
来

地
域
の
施
設
花
き
農
家
、
日
吉
地
域

の
施
設
野
菜
農
家
、
吹
上
地
域
の
水

稲
農
家
の
三
家
族
が
前
回
の
協
定
書

を
見
直
し
、
新
た
に
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
と
は
、
農
業
に
携

わ
る
家
族
全
員
が
、
意
欲
と
生
き
が

い
を
持
っ
て
農
業
経
営
に
参
画
で
き

る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
に
役
割
分
担

を
決
め
、
経
営
方
針
や
報
酬
、
休
日

な
ど
の
取
り
決
め
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
後
、
担
い
手
研
修
会
（
認
定

農
業
者
研
修
会
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
女
性
農
業
経
営
士

二
人
（
施
設
花
き
・
茶
）、
農
業
後

継
者
二
人
（
施
設
花
き
・
い
ち
ご
）、

認
定
農
業
者
一
人
（
露
地
野
菜
）
に

よ
る
事
例
発
表
が
行
わ
れ
、
海
外
研

修
の
報
告
や
地
域
の
担
い
手
と
し
て

の
取
り
組
み
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消

事
例
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
発
表
に
参
加

者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
最
後
に
行
わ
れ
た
農
政
懇

談
会
で
は
、
宮
路
市
長
や
農
業
委
員

と
認
定
農
業
者
な
ど
が
「
今
後
の
農

業
振
興
」
に
つ
い
て
幅
広
く
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

お
茶
の
消
費
拡
大
イ
ベ
ン
ト
が

十
二
月
か
ら
一
月
に
か
け
て
、
江
口

蓬
莱
館
（
東
市
来
）
や
都
市
農
村
交

流
施
設
チ
ェ
ス
ト
館
（
伊
集
院
）
な

ど
四
カ
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
お
茶
の
持
つ
さ
ま
ざ
ま

な
効
能
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
日
置
産
お
茶

の
消
費
拡
大
を
図
り
た
い
と
、
市
内

若
手
茶
生
産
者
で
組
織
す
る
日
置
市

茶
業
研
究
会
の
主
催
で
行
わ
れ
た
も

の
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
日
置
産
の
お
茶

や
紅
茶
の
試
飲
販
売
の
ほ
か
「
風
邪

の
予
防
に
」
と
、
う
が
い
用
お
茶
な

ど
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

緑
茶
用
の
茶
葉
で
作
っ
た
紅
茶
を

試
飲
し
た
買
い
物
客
は
「
香
り
が
よ

い
」「
渋
味
も
少
な
く
飲
み
や
す
く

て
お
い
し
い
」
と
、
早
速
買
い
求
め

て
い
ま
し
た
。

　

同
研
究
会
会
長
の
船
迫
淳
さ
ん

（
伊
集
院
）
は
「
地
元
の
お
茶
が
少

し
で
も
多
く
の
方
に
親
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
今
後
も
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

葉
た
ば
こ
の
播
種
式
が
東
市
来
地

域
と
日
吉
地
域
の
タ
バ
コ
生
産
農
家

合
同
で
一
月
十
五
日
、
さ
つ
ま
日
置

農
協
北
部
農
機
具
セ
ン
タ
ー
（
東
市

来
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
中
田
尻
（
吹
上
）

の
共
同
育
苗
施
設
で
も
吹
上
地
域
の

播
種
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
会
場
で
は
、
生
産
者
の
ほ
か
農

政
関
係
者
が
参
加
「
今
年
が
い
い
年

で
、
良
い
苗
が
育
ち
、
収
穫
が
笑
顔

で
楽
し
ん
で
で
き
る
よ
う
に
」
と
願

い
な
が
ら
、
ハ
ウ
ス
内
に
ズ
ラ
リ
と

並
ん
だ
親
床
に
、
均
一
に
な
る
よ
う

種
を
ま
き
ま
し
た
。

　

種
は
、
霜
に
気
を
付
け
な
が
ら
丁

寧
に
育
て
ら
れ
、
順
調
に
育
つ
と
一

カ
月
ほ
ど
で
各
農
家
に
配
布
が
で
き

る
ま
で
に
成
長
、
三
月
上
旬
に
は
植

え
つ
け
が
始
ま
り
ま
す
。

農
業
担
い
手
の
経
営
基
盤
強
化
と
発
展
に
向
け
て

お
い
し
い
日
置
茶
を
ど
う
ぞ

豊
作
願
い
ハ
ウ
ス
の
親
床
に
種
ま
き

日
置
市
農
業
担
い
手
フ
ォ
ー
ラ
ム

リ
ー
フ
茶
消
費
拡
大
イ
ベ
ン
ト

葉
タ
バ
コ
の
種
ま
き

▲農政懇談会で意見交換 ▲事例発表をする前田恵美子さん

▲おいしそうに試飲する買い物客
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気
持
ち
新
た
に
走
り
初
め

横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
・
細
山
田
選
手
が
本
格
始
動

大
雪
に
笑
顔
は
じ
け
る
子
ど
も
た
ち

全
国
に
通
用
す
る
選
手
を
目
指
し
た
い

初
日
と
と
も
に
走
ろ
う
・
歩
こ
う

プ
ロ
野
球
選
手
が
伊
集
院
で
自
主
ト
レ

雪
遊
び
体
験

全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　
「
初
日
と
と
も
に
走
ろ
う
・
歩
こ

う
」
が
一
月
一
日
、
伊
集
院
総
合
運

動
公
園
で
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど

約
百
五
十
人
が
走
り
初
め
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
初
日
を
望
む
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
者
は
、

時
折
小
雨
の
降
る
中
、
心
地
よ
い
汗

を
流
し
、
さ
わ
や
か
な
気
持
ち
で

二
〇
一
〇
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
月
十
七
日
に
京
都
市
で

開
催
さ
れ
た
全
国
都
道
府
県
対
抗
女

子
駅
伝
鹿
児
島
チ
ー
ム（
二
十
一
人
）

も
参
加
、
熱
の
こ
も
っ
た
走
り
で
汗

を
流
し
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
め
て

い
ま
し
た
。

　

プ
ロ
野
球
・
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ

の
細
山
武
史
捕
手（
鹿
城
西
高
出
身
）

が
一
月
十
二
日
、
小
鶴
ド
ー
ム
で
同

チ
ー
ム
の
橋
本
将
捕
手
や
千
葉
ロ
ッ

テ
の
小
野
晋
吾
投
手
、
川
崎
雄
介
投

手
ら
四
人
で
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
入
念
な
ス
ト
レ
ッ
チ

で
体
を
温
め
た
後
、
橋
本
選
手
と
と

も
に
伊
集
院
球
場
に
移
動
、
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
や
ト
ス
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な

ど
を
行
い
、
約
二
時
間
た
っ
ぷ
り
と

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

細
山
田
選
手
は
、
今
年
が
入
団
二

年
目
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
意
気
込
み
に

つ
い
て
「
正
捕
手
を
目
指
し
て
一
軍

で
活
躍
し
、
昨
年
よ
り
も
数
字
を
残

し
た
い
」
と
力
強
く
話
し
、
体
づ
く

り
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

振
り
込
め
詐
欺
を
防
止
し
よ
う

と
、
吹
上
地
域
民
生
委
員
・
児
童
委

員
協
議
会
（
野
入
弘
良
会
長
）
と
日

置
警
察
署
は
、
十
二
月
の
年
金
支
給

日
の
十
五
日
、
地
域
内
五
カ
所
の
金

融
機
関
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

し
た
。

　

各
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
金
融
機
関

の
入
口
で
チ
ラ
シ
を
配
り
「
振
り
込

め
詐
欺
に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
」
と
被
害
防
止
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

　

振
り
込
め
詐
欺
と
は
「
オ
レ
オ
レ

詐
欺
」・「
架
空
請
求
詐
欺
」・「
融
資

保
証
金
詐
欺
」・「
還
付
金
詐
欺
」
な

ど
の
総
称
で
す
。
皆
さ
ん
も
だ
ま
さ

れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
少
し
で
も

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
最
寄
り
の

警
察
署
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
雪
の
降
っ
た
一
月
十
三
日
と

十
四
日
、
日
吉
地
域
の
小
学
校
で

は
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
雪
遊
び
を

す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

雪
に
大
喜
び
の
子
ど
も
た
ち
は
、

校
庭
い
っ
ぱ
い
の
雪
を
使
っ
て
、
三

人
も
四
人
も
入
れ
る
大
き
な
大
き
な

か
ま
く
ら
や
愛
ら
し
い
雪
だ
る
ま
を

作
っ
た
り
、
雪
合
戦
を
し
た
り
と
大

は
し
ゃ
ぎ
。

　

雪
で
し
か
で
き
な
い
遊
び
を
、
思

う
存
分
楽
し
み
ま
し
た
。

　

十
二
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
八
日

ま
で
千
葉
県
で
行
わ
れ
た
、
全
国
小

学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
の

都
道
府
県
対
抗
の
部
に
、
鹿
児
島
県

代
表
と
し
て
西
原
口
嶺
君
（
妙
円
寺

小
六
年
）
が
出
場
し
ま
し
た
。　

　

結
果
は
、
惜
し
く
も
二
回
戦
敗
退

で
し
た
が
「
中
学
生
に
な
っ
て
も
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
を
頑
張
り
た
い
。
ま
ず

は
九
州
で
優
勝
を
目
指
し
、
両
親
や

支
え
て
く
れ
る
人
た
ち
の
た
め
に
プ

レ
ー
で
結
果
を
出
し
喜
ば
せ
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
に

�

だ
ま
さ
れ
な
い
で

年
金
支
給
日
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▲笑顔の扇尾小児童
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短
　
歌

　

し
き
な
み
短
歌
講
座
（
東
市
来
）

永
遠
を
神
の
御
前
に
誓
い
合
い

指
輪
す
る
息
子
の
睦
み
て
行
か
ん

�

伊
東
ユ
リ
子

笛
の
音
の
響
く
校
庭
に
に
ぎ
や
か
な

子
等
の
声
し
て
運
動
会
近
し

�

髙
橋
ア
ツ
子

養
母
平
野
の
稲
の
天
日
干
し
は
半
減
し

機
械
化
の
波
に
里
山
も
変
わ
る

�

谷
山　

照
子

　

伊
集
院
短
歌
講
座

踵
高
き
赤
の
パ
ン
プ
ス
履
き
し
日
よ

メ
タ
ボ
の
今
は
ス
ニ
ー
カ
ー
愛
す

�

今
田　

純
江

飛
行
機
が
境
界
線
を
空
に
引
く

君
住
む
街
は
ラ
イ
ン
の
向
こ
う

�

永
山　

保
江

華
や
ぎ
の
ハ
イ
ヒ
ー
ル
一
つ
捨
て
切
れ
ず

今
年
も
ま
た
靴
箱
に
し
ま
う

�

馬
場　

典
子

　

日
吉
町
短
歌
会

物
売
り
に
「
確
り
し
て
る
」
と
褒
め
ら
れ
て

何
だ
か
意
地
悪
言
わ
れ
た
気
が
す
る

�

阿
多　

貞
子

中
仙
道
土
産
は
「
す
や
の
栗
き
ん
と
ん
」

「
ぎ
こ
ち
な
い
お
菓
子
」
と
添
え
書
き
の
あ
り

�

池
上　

久
代

年
金
で
た
ま
に
は
好
き
な
花
買
わ
ん

師
走
の
街
に
ア
ン
ス
リ
ユ
ー
ム
を
求
む

�

西　

ヒ
ロ
子

俳
　
句

　

伊
集
院
俳
句
会

大
空
を
鴉
に
あ
ず
け
初
雀

�

西
別
府
千
代
子

円
ら
か
な
目
一
人
増
え
た
る
初
写
真

�

福
元
さ
ゆ
り

新
年
や
五
才
の
重
さ
抱
い
て
み
る

�

宮
原　

久
子

　

日
吉
俳
句
会

秋
天
を
貫
く
如
し
由
布
の
峰

�

江
田
真
知
子

稲
の
花
知
ら
ぬ
子
供
が
農
を
継
ぎ

�

伊
堂
寺
重
義

一
日
終
え
憩
ふ
縁
先
星
月
夜

�

野
上　

政
人

　

吹
上
砂
丘
俳
句
会

雑
踏
の
中
の
独
り
の
秋
の
暮

�

月
野
ミ
チ
子

空
家
に
も
秋
の
お
と
ず
れ
柿
た
わ
わ

�

原
田　

圭
子

露
草
の
藍
に
さ
そ
わ
れ
草
の
道

�

永
田
サ
ツ
キ

さ
つ
ま
狂
句

　

コ
ケ
ケ
狂
句
会
（
東
市
来
）

禿は
げ
た
爺じ

が
散

び
ん
た
つ
ん
髪
け
な
度は

い々

と
行い

っ
�

上
池　

酔
人
（
達
男
）

隠い
ん
き
ょ
ざ

居
農
業
き
老ば

ば妻
と
食

く
し
こん

野や菜
せ
植う

え
っ

�

永
山
西
之
海
（
静
彌
）

出で

け来
た
婚こ

ん
有う

む無
を
言ゆ

は
さ
じ
式し

く
急い

そ
っ

�

田
淵
し
っ
が
っ
（
豊
二
）

　

土
橋
狂
句
会
（
伊
集
院
）

検
査
ち
ゅ
ち
ゃ
飲
ん
も
食
も
せ
ん
肥だ

ん
べ満
女か

か房　

�

桃
北　

桃
女
（
良
子
）

俄に
わ
か
大で

っ工
物
は
載の

せ
ん
て
落
て
た
棚

�

松
尾　

酔
石
（
澄
則
）

笑
れ
顔つ

ら
が
毎め

に
っ日

の
農し

ご
作
業
っ
和
ま
せ
っ

�

山
下
百
合
子

　

吹
上
さ
ざ
な
み
会

自わ
が分
あ
牛に肉
く
亭て主
し
な
養よ

じ
ょ生
言ち

ゅ
っ
魚い

お
を
出で

っ

�

池
畑　

鉄
亀
（
哲
也
）

無た

だ料
焼し

ょ
ち
ゅ
酎
あ
美う

ん味
め
が
後
が
煩

や
ず
ろし
ゅ
し

�

下
大
薗
健
流
（
健
一
）

呆ぼ

え
野と

い鳥
が
迷ま

ぐ
れ
肌は

だ
も持

ち
唱う

と
出で

け
っ

�

池
上　

歌
子
（
良
子
）

（
氏
名
敬
称
略
）
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元気な市民づくり運動
イメージキャラクター

梅太郎

46

みんなでひろげよう!「元気な市民づくり運動」

“伊作田地区公民館での健康づくり活動”
～広がる地域づくり活動～

　ターコイズキャンペーンとは、大人の発達障がい者への適切な支援を求める運動です。このキャンペー
ンの対象である発達障がい者とは、注意欠陥多動性障害・学習障害・アスペルガー障害・高機能自閉症・
広汎性発達障害などの当事者をいいます。
　子どもの支援だけなく大人の障がい者も人生をあきらめず、よりよい生活をしていくための支援が早急
に必要です。

地区健康づくり活動委託事業とは？？
　「元気な市民づくり運動」の一つです。地区公民館単位で、健康課題を共有して、地域住民が、元気で過
ごせるように健康づくり活動を話し合い、できる活動を進めていきます。

地区公民館 協力メンバー
自治会長、保健推進員、食生活改善
推進員、運動普及推進員、民生委員、
高齢者クラブ、婦人部　など

伊作田地区公民館
　平成２０年度からモデル地区として推進してい
ます。江口浜海岸にある伊作田地区は、１２自治
会で構成され、平成２２年２月１日現在で８９７世帯、
２,０６９人が暮らしています。

　平成 ２１ 年度から、市内すべての地区公民館で「健康づくり委託事業」が展開
され、皆さんの協力でウォーキング大会、講演会などさまざまな活動が広がっ
ています｡ 今回は、東市来地域の伊作田地区公民館の活動を紹介します。
　皆さんも、お住まいの地区の活動へも積極的に参加しましょう !!

≪伊作田地区館活動紹介≫
　語り合い

学ぶ

実
践
す
る

☆リボンシリーズ☆　２月のリボンは・・・ターコイズリボン　　です

　保健福祉部（１２ 人）が中心となって、健康づくり活動を進め
ています。自治会長、保健推進員、食生活改善推進員、運動普及
推進員などの協力メンバーが一堂に集まって話し合いをした課題
や要望を基礎に計画を立てています。

高齢者を中心に開催した
グランドゴルフ大会

子どもたちも多く参加した
ウォーキング大会

生活習慣病予防についての
健康づくり講演会

▲江口浜と伊作田地区館

地区公民館長　濵㟢滿洋さん

　健康づくりは、地区に住む協力メンバー
が課題と大切さを共有して「みんなで進
めていこう」という気運を高めていくこ
とが大切だと思います。これが１番大切
です。

健康づくりは、
１人では難し
いけど、みん
なですれば・・・

蓬莱館ができて
高齢者も元気に
なったな～
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平成２２年３月１日から鹿児島市喜入地域の市外局番が「０９９」に統一されます。
これまで日置市（鹿児島市内含む）から鹿児島市喜入地域に通話する際には、市外局番が必要でしたが、平成２２年３
月１日から市内局番からのダイヤルで、通話できるようになります。

� （例）　０９９３－４３－□□□□　⇒　０９９－３４３－□□□□
【通話料金の変更】
・日置市内（鹿児島市内含む）と喜入地域間の電話料金が３分当たり８．５円【税込み８．９２５円】〈平日昼間〉となります。
　（現在は３分当たり２０円【税込み２１円】）
・各種割引サービスの適用期間および適用地域に変更が生じる場合があります。
・専用回線を利用している企業においては、料金が変更となるなどの影響が出る場合もあります。
　（専用回線の影響につきましては、契約されている電気通信事業者へお問い合わせ下さい）
【その他】
・電話やＦＡＸなど機器の設定（短縮・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ・ｵﾝﾗｲﾝｼｽﾃﾑなど）変更などが、必要となる場合が
あります。（詳しくは機器の取り扱い説明書をご覧ください。）
・変更実施時間は、決まり次第ＮＴＴ西日本鹿児島支店ホームページなどにてお知らせ致します。（URL:http://
www.ntt-west.co.jp/kagoshima/）なお、変更作業に伴い、変更実施時間の前後は電話がつながりにくくなること
があります。
　電話料金や電話サービスの詳細については、ＮＴＴ西日本鹿児島などご契約の電気通信事業者へお問い合わせくだ
さい。
【お問い合わせ先】　鹿児島市役所喜入支所総務市民課　TEL０９９３－４５－１１１２　FAX０９９３－４５－２６００

�

１
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
出
生
児
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前
まえおか

岡　紀
のりみつ

光さん〔４０歳〕
日吉町日置（草原自治会）
●㈱島津興業薩摩ガラス工芸勤務
●住吉小ＰＴＡ会長

世
界
と
時
代
に
通
用
す
る
ガ
ラ
ス
工
芸
品
を
作
り
た
い

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
物
づ
く
り
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
前
岡
さ
ん
は
、
高
校
を
卒
業
す
る

と
同
時
に
「
島
津
興
業
薩
摩
ガ
ラ
ス
工
芸
」
に
入
社
し
薩
摩
切
子
を
作
っ
て
い
ま
す
。
薩
摩

切
子
は
、
薩
摩
藩
で
幕
末
に
誕
生
し
ま
し
た
が
、
わ
ず
か
十
数
年
ほ
ど
で
途
絶
え
、
昭
和

六
十
年
に
復
活
し
た
「
ボ
カ
シ
」
と
呼
ば
れ
る
色
の
濃
淡
が
特
徴
の
ガ
ラ
ス
工
芸
品
で
す
。

　
「
入
社
し
た
と
き
は
、
薩
摩
切
子
の
こ
と
は
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は

ガ
ラ
ス
工
芸
の
魅
力
に
取
り
付
か
れ
て
い
る
」
と
話
す
表
情
か
ら
は
充
実
感
が
あ
ふ
れ
ま
す
。

　

南
日
本
美
術
展
に
は
、
ガ
ラ
ス
工
芸
品
を
十
四
年
連
続
で
出
品
。
昨
年
は
『「
時
を
待
つ
」

そ
し
て
「
再
誕
」』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
秀
作
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
作
品
は
、
仕
事
の
合

間
に
少
し
ず
つ
じ
っ
く
り
と
約
一
年
か
け
て
作
り
上
げ
ま
す
。「
制
作
は
、ま
ず
作
品
の
テ
ー

マ
を
決
め
て
か
ら
。
そ
の
テ
ー
マ
は
、
プ
ラ
ス
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
発
展
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
基

本
に
考
え
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
通
り
の
形
が
頭
に
思
い
浮
か
ん
だ
一
瞬
が
最
高
に
う
れ
し
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

ま
た
「
昨
年
か
ら
住
吉
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
地
区
の
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
が
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
地
区
の
活
動
を
通
じ
て
大
勢
の
人
と
出
会
い
、
そ
の
人
た
ち
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
で
き
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
の
楽
し
み
は
、
子
ど
も
が
寝
た
後
、
妻
の
千
穂
さ
ん
の
入
れ
て
く
れ
た
お
い

し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
こ
と
。「
将
来
は
、
こ
の
う
ま
い
コ
ー
ヒ
ー
を
出
す
喫
茶
店
を
備
え

た
自
分
の
ガ
ラ
ス
工
房
を
持
ち
た
い
」
と
両
親
の
実
家
の
あ
る
日
吉
地
域
へ
鹿
児
島
市
か
ら

移
住
し
て
き
て
九
年
目
。「
こ
れ
が
最
終
目
標
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
人
に
感

動
を
与
え
る
よ
う
な
世
界
と
時
代
に
通
用
す
る
作
品
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

上口　悦
えつ

司
し

くん（2カ月）

父　武之さん　母　優香さん
（東市来町美山）

■おかあさんから

　これからの成長が楽しみです。す
くすく元気に育ってください。

柳園　琉
る な

愛ちゃん（１１カ月）

父　利一さん　母　聖子さん
（東市来町湯田）

■おかあさんから

　笑顔の似合う、すてきな女の子に
なってね。
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『古布の細工物』

　

わ
た
し
の
将
来
の
夢
は
、
医
師

の
仕
事
の
補
助
を
し
、
病
気
や
け

が
で
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
看

護
師
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
病
気
に
な
っ
て
病

院
に
行
っ
た
と
き
、
病
院
で
困
っ

て
い
る
人
に
真
剣
に
向
き
合
い
、

一
生
懸
命
に
仕
事
を
頑
張
っ
て
い

る
看
護
師
さ
ん
を
見
て
、
将
来
の

仕
事
に
し
て
み
た
い
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

看
護
師
に
な
る
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
知
識
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ

け
る
た
め
に
、
勉
強
を
頑
張
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
す
ぐ
に
対
応

で
き
る
体
力
も
つ
け
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。「
文
武
両
道
」
を

心
が
け
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
言
葉
づ
か
い
に
つ
い
て

も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
心
が
温
ま
る
よ
う
な
優
し
い

言
葉
づ
か
い
は
、
相
手
を
安
心
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

周
り
の
人
が
元
気
に
な
る
と
、
心

も
明
る
く
な
り
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　
「
看
護
師
に
な
り
た
い
」
と
い

う
夢
に
向
か
っ
て
、
し
っ
か
り
と

努
力
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

飯
牟
礼
小
学
校
六
年
　
山や

ま
も
と本

　
千ち

聖さ
と

さ
ん

畑
はた

　紹
あき　こ

子さん（６７歳）東市来町湯田

　以前から手芸や小物作りに興
味があり、仲間とともに「ない
もかいもすごちゃなかま」を結
成、現在は、その代表として古
布（古い着物のはぎれ）を使っ
た細工物やパッチワーク作り、
ちりめん細工などの講師を務めています。「細工物は、土台か
ら人形の着物、顔、形まですべてが手作り、その出来上がるま
で過程が楽しい」と笑顔を見せる畑さん。また「作る人の手に
よってそれぞれ違う感性が表現できるのも楽しい」と話します。
「これからも、季節を感じる作品など仲間と楽しく、好きな時
間に好きな物を作っていきたいですね」

　幕末の志士坂本龍馬（１８３５ ～ １８６７）を扱ったドラマが始
まり、注目を集めています。その龍馬の活躍を大いに助け
たのが、吉利 ( 日吉地域南部 ) 領主で薩摩藩家老の小松帯刀
（１８３５ ～ １８７０）でした。
　文久３年（１８６３）、勝海舟の弟子であった龍馬は、幕府が
つくった神戸の海軍操練所の塾頭になりました。翌年に操練
所が閉鎖になり、行き場所の無くなった龍馬と仲間を、薩摩
藩が引き取ります。これを認めたのが家老の帯刀です。慶応
元年（１８６５）、龍馬が日本で初めての株式会社とされる亀山
社中をつくりますが、資金を提供したのは帯刀でした。
　慶応２年（１８６６）に京都の小松帯刀邸で薩長同盟が結ばれ
ます。帯刀と龍馬は長州と交渉し、この同盟で重要な役割を
務めました。
　龍馬の活躍や実績の多くは、薩摩藩の実権を握る帯刀の助
けが無ければ困難だったでしょう。龍馬の手紙には小松への
感謝の言葉が残っています。
　龍馬と共に大きく時代を動かし
た帯刀の墓は、吉利の園

おん

林
りん

寺
じ

跡に
あります。

56

小松帯
たてわき

刀と坂本龍馬

小松帯刀の墓（園林寺跡）

37

住吉小

日置小

日置市役所
日吉支所

日吉運動公園
日吉総合体育館

郵便局

日吉中

吉利小

吹
上
浜

本庁から車で２０分、
日吉支所から車で５分
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上田尻自治会
（吹上地域）

　
吹
上
地
域
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置

し
、
野
首
地
区
を
形
成
す
る
四
自

治
会
（
上
田
尻
・
野
首
・
下
与
倉
・

芋
野
）
の
一
つ
、上
田
尻
自
治
会
。

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日
現
在
で

四
十
九
世
帯
、
八
十
人
が
暮
ら
し

て
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
小
野
川
の
恵
み
に
よ
り
米
作

り
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。
ま
た
、

舟
木
神
社
の
「
船
こ
ぎ
祭
り
」
や

「
鬼
火
た
き
」
な
ど
の
伝
統
行
事

は
、
自
治
会
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

上か
み

田た

尻じ
り

自
治
会
（
吹
上
地
域
）

地
域
一
体
と
な
っ
た
活
動
で
伝
統
行
事
を
伝
え
て
い
き
た
い

▲井之上作次会長▲境内の海を航海する船こぎ祭り

▲住民総出で準備した高さ約１１メートルのやぐら

▲和気あいあいと行われるグラウンドゴルフ大会

オ
ー
、
エ
ン
ヤ
オ
ー
」
と
櫓
（
ろ
）

拍
子
を
掛
け
な
が
ら
氏
子
や
地
域
住

民
が
手
渡
し
で
回
し
五
穀
豊
穣
を
祈

る
も
の
で
す
。

　

船
は
全
部
で
五
十
三
隻
、
形
も
大

き
さ
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
境
内
の
海
を

航
海
し
再
び
社
殿
に
返
さ
れ
て
い
き

ま
す
。

鬼
火
た
き
は
、
昭
和
六
十
三
年
に

復
活
し
ま
し
た
。（
関
連
記
事

Ｐ
１０
）

　

準
備
は
、
青
壮
年
部
を
中
心
に
住

民
総
出
で
一
日
が
か
り
。
当
日
は
、

婦
人
部
が
準
備
し
た
「
ア
ワ
ン
ナ
ッ

ト
ウ
」（
甘
酒
）
や
「
竹
ン
ポ
ッ
ポ

焼
酎
」（
竹
で
燗
を
し
た
焼
酎
）
を

地
域
の
伝
統
行
事
と
し
て
、
上
田

尻
一
体
が
湖
水
で
あ
っ
た
こ
ろ

猿
田
彦
命（
さ
る
た
ひ
こ
の
み
こ
と
）

が
、
海
上
保
安
の
重
責
を
果
た
し
た

と
い
う
舟
木
神
社
の
神
話
に
ち
な
ん

だ
「
船
こ
ぎ
祭
り
」
と
い
う
全
国
的

に
も
珍
し
い
祭
り
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
祭
り
は
、
毎
年
三
月
二
十
日

に
行
わ
れ
、
社
殿
に
納
め
ら
れ
て
い

る
宝
船
の
木
造
模
型
船
を
「
エ
ン
ヤ

飲
み
な
が
ら
参
加
者
全
員
で
一
年
の

無
病
息
災
を
祈
り
ま
す
。

鹿
児
島
県
指
定
無
形
文
化
財
の
伊

作
太
鼓
踊
は
田
尻
保
存
会
（
上

田
尻
・
中
田
尻
・
下
田
尻
）
で
南
方

神
社
へ
奉
納
し
ま
す
。こ
の
踊
り
は
、

六
つ
の
保
存
会
で
継
承
し
て
お
り
、

毎
年
輪
番
で
奉
納
す
る
も
の
で
、
当

番
に
な
る
と
半
年
以
上
前
か
ら
練
習

に
励
み
ま
す
。

　

ま
た
、
親
ぼ
く
を
図
る
た
め
の
花

見
や
健
康
増
進
を
図
る
た
め
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
集
落
の
ふ

れ
あ
い
広
場
で
和
気
あ
い
あ
い
と

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
敬
老
会
や
文
化

祭
は
、
野
首
地
区
公
民
館
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
地
区
の
行
事
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
伝
統
行
事
や
活
動
は
、

地
域
住
民
の
協
力
な
し
で
は
で

き
ま
せ
ん
。
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ

た
上
田
尻
自
治
会
。
少
子
高
齢
化
な

ど
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
話
し
合
い
活
動
を
続
け
、
地
域

一
体
と
な
っ
て
歴
史
と
伝
統
を
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
。

市の人口（住民基本台帳）
総人口　　５１，９２７人（△１）
　男　　　２４，３２７人（　１）
　女　　　２７，６００人（△２）
世帯数　　２２，４８０　（△１１）
２月１日現在（　）は前月比

東市来地域　１２，８１０人
伊集院地域　２４，５０５人
日吉地域　　  ５，５１０人
吹上地域　　  ９，１０２人

　 　
市の面積　２５３．０６㎢

「大雪なんかに負けないぞ」
　雪合戦にかまくらづくりに雪だるま。
学校の校庭で雪あそびを楽しむ子どもた
ちの笑顔はとても輝いていました。（日
置小）
（「大雪に笑顔いっぱいの子どもたち」
� Ｐ １４ 関連記事）
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▲日新小


